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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、集合行動の生起メカニズムを、社会科学、動物行動学、脳科学、数理生物学等の先端的な

研究連携により、実証科学的に解明することを目的としている。 

具体的に設定された４つのテーマを通じて、集合行動という古典的主題を、集合知の問題を含めて新

たな学際学術領域として着実に展開し、成果を上げている。その研究成果は、査読付きの国際雑誌を多

数含み、一般書を含めて多くの受賞歴も認められ、当初の目的の達成が十分に見込まれる。 

今後はさらに、局所的な相互作用がマクロレベルで意図せざる結果を生み出す仕組みの新たな視点か

らの理論モデル、そしてそれによる集合行動ないし集合知に関わる現実問題の説明が、４つのテーマの

研究成果を更に融合する形で示されることを期待する。 


